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ｎ

□市販のペットボトル水な
どを備蓄している

□ポリタンクなどに水道の
水をくみ置きしている

□何もしていない

平成22年度 (1,321)

平成19年度 (1,921)

平成16年度 (1,706)
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36.9
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40.6
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３．災害時の飲料水の確保について 

（１）災害に備えての飲料水の保存状況 

◇「市販のペットボトル水などを備蓄している」「何もしていない」がともに５割弱 

問４ あなたのご家庭では、災害に備えて飲み水をどのように保存していますか。（○はいく

つでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害に備えての飲料水の保存状況は、「市販のペットボトル水などを備蓄している」（47.8%）、「ポリ

タンクなどに水道の水をくみ置きしている」（5.8%）、「何もしていない」（48.1%）となっている。 

 

【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

経年で比較すると、平成19年度調査に比べ「市販のペットボトル水などを備蓄している」が4.0ポイ

ント、「ポリタンクなどに水道の水をくみ置きしている」が4.4ポイント減少し、「何もしていない」が

7.5ポイント増加している。 

 

n=(1,321)  

市販のペットボトル水などを備蓄している

ポリタンクなどに水道の水をくみ置きしている

何もしていない

無回答
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ｎ

□市販のペットボトル水な
どを備蓄している

□ポリタンクなどに水道の
水をくみ置きしている

□何もしていない

全　体 (1,321)

20歳代 (95)

30歳代 (259)

40歳代 (249)

50歳代 (225)

60歳代 (290)

70歳以上 (188)

川崎区 (189)

幸区 (147)

中原区 (219)

高津区 (190)

宮前区 (196)

多摩区 (189)

麻生区 (177)

一戸建 (593)

集合住宅 (713)
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○年齢別／居住区別／住居形態別 災害に備えての飲料水の保存状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、「市販のペットボトル水などを備蓄している」はいずれの年代も４割以上、「ポリ

タンクなどに水道の水をくみ置きしている」は、数値は低いが年齢が高くなるほど割合が高くなって

いる。 

居住区別にみると、「市販のペットボトル水などを備蓄している」は、中原区、麻生区で５割以上と

高くなっている。 

住居形態別にみると、一戸建のほうが「ポリタンクなどに水道の水をくみ置きしている」割合がや

や高くなっている。 
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平成22年度 (1,321) 49.0

平成19年度 (1,921) 54.3

《
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な
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無
回
答

（２）応急給水拠点設置の認知度 

◇「知らない」が５割 

問５ 川崎市では災害時でも水道水が出る応急給水拠点（仮設給水所）を、市内117か所（平

成22年3月31日現在）に設置しています。あなたは、応急給水拠点が設置されていること

をご存知ですか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応急給水拠点設置の認知度は、「知っているし場所もわかっている」（18.2%）、「知っているが場所は

わからない」（30.8%）、「知らない」（50.6%）となっている。 

 

【経年比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経年で比較すると、「知っているし場所もわかっている」が5.2ポイント減少し、「知らない」が7.4

ポイント増加している。 
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《知っている（計）》 
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全　体 (1,321) 49.0

20歳代 (95) 25.2

30歳代 (259) 38.3

40歳代 (249) 54.2

50歳代 (225) 45.7

60歳代 (290) 55.5

70歳以上 (188) 60.6

川崎区 (189) 49.8

幸区 (147) 53.1

中原区 (219) 45.7

高津区 (190) 43.6

宮前区 (196) 43.9

多摩区 (189) 55.5

麻生区 (177) 50.8

一戸建 (593) 55.4

集合住宅 (713) 43.2
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○年齢別／居住区別／住居形態別 応急給水拠点設置の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別にみると、概ね年齢が高くなるほど《知っている（計）》の割合が増加している。 

居住区別にみると、《知っている（計）》の割合は、多摩区で５割台半ばと最も高く、高津区、宮前

区で４割強と低い。「知っているし場所もわかっている」は、麻生区で１割強と最も低くなっている。 

住居形態別にみると、一戸建のほうが《知っている（計）》の割合が12.2ポイント高くなっている。 
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《知っている（計）》 


